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AIやIoTなど、現在注目を浴びている情報技術の基盤となるのは、情報
機器の眼や耳となるセンサーや頭脳となる演算素子であり、これらは半導
体から作られています。本研究を通した半導体材料そのものの特性向上
は、さらに便利な情報化社会の実現に役立ちます。
本研究では、SPring-8や九州シンクロトロン光研究センターなど、外部の
大規模実験施設を利用した実験をおこなっています。半導体の基礎が
学べるとともに、世界最先端の実験機器に触れることができます。

半導体結晶を原子１層ごとに作製可能な原子層エピタキシー法を用い
た、構成原子の分布を原子レベルで制御した新規半導体材料の開発
メモリやロジック半導体に利用されるシリコン上に、センサーや発光デバイス
に利用される化合物半導体を直接成長させた半導体材料の開発

放射光施設の高輝度X線を利用し、半導体材料作製中の欠陥形成
過程のリアルタイム観察
一枚の半導体ウェハー上に同時に作製されたデバイス素子の特性ばらつ
きの起源となる欠陥分布の評価

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

Ｘ線・ガンマ線・中性子線・ミューオンなどを通して可視化することで、内部
を透過する非破壊検査や新規材料開発に役立ちます。他にも、ガンマ
線カメラの医療装置や環境放射線観測装置への応用など役に立つ場
面は多いです。また、宇宙X線観測により、新たなサイエンスが切り拓ける
かもしれません。
目に見えない放射線を可視化する
技術を通して、半導体イメージセンサ
の基礎、制御に必要な基板の設
計、デジタル回路をプログラムで設計
し実装するFPGAの技術、データ解
析に必要なプログラムの知識を身に
つけることができます。もちろん、放射
線計測の物理や評価方法も身に
つきます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

研究内容
宮崎大学独自の結晶成長手法を用いた新規半導体材料の開発

放射光を用いた半導体材料中の欠陥評価

目に見えない放射線を可視化し、物理現象を解析し、様々な情報を得
ます。
放射線の可視化として、例えば、Ｘ線やガンマ線は医療や宇宙観測に、
中性子線は材料開発や非破壊検査に活用されています。

基本的には、デジタルカメラやスマートフォンのカメラに使われているCMOS
イメージセンサと同じですが、透過力の高い放射線をとらえるために、厚い
センサ層が必要となります。
産業界のSOI（Silicon-on-Insulator）という技術を利用し、純国産
の「SOI-CMOSイメージセンサ」を開発しました。

研究内容
放射線をとらえて物理現象を解析する

放射線をとらえる半導体イメージセンサ「SOI-CMOSイメージセンサ」

原子レベルで制御した新規半導体材料の開発評価

放射線を可視化する半導体イメージセンサ

原子層エピタキシー法で意図的に原子分布を変化させた半導体結晶の模式図

開発した半導体イメージセンサで観測したα線（左）
と電子線（右）

設計・製造したSOI-CMOS
イメージセンサのチップ写真 開発したSOI-CMOSイメージセンサによる「煮干し」のレントゲン撮影

（1/1000秒間のＸ線照射・3枚の画像を合成）

SOI-CMOSイメージセンサの評価
システム

一つの半導体ウェハ内に作製した太陽電池セルの特性のばらつきと欠陥評価

半導体作製装置（原子層エピタキシー装置）

ひとこと
これからの情報化社会において半導体は必要不可欠な
存在です。将来に役立つ知識と技術を一緒に学んでい
きましょう︕

半導体サイエンスプログラム 准教授
鈴木　秀俊

ひとこと
いろいろなことに興味をもち、アンテナを張ってピンときたも
のにぜひチャレンジしてみてください︕

半導体サイエンスプログラム 准教授
武田　彩希

出身:大阪府高槻市
趣味:写真撮影
講義:熱力学、プログラミング言語、等
専門:放射線計測

出身:岐阜県土岐市
趣味:プラモデル
講義:電子物性工学、応用数学II、等
専門:結晶工学
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同じN原子の数で分布
の異なる結晶を作製
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